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研 究 成 果 概 要 
 脳波計(EEG)を用いた事象関連電位(Event related potential: ERP)の研究は古くから

存在するものの，その時間解像度の優位性や乳幼児に対しても適用可能なこと（右図）

から，PET/fMRI によるイメージング研究全盛の今日にあっても，脳機能計測において重

要な位置を占めている．本研究項目では，高密度EEGを用いたERPを指標として，「ヒト

性」に関わる認知機構を探求した．具体的には，バイオロジカルモーション知覚における

脳内機構に関する研究と，単純模倣課題における脳内機構に関する研究の２つの実験

研究を行った． 前者のバイオロジカルモーション知覚に関する研究では，乳児から成人

までを対象にした ERP 実験を通して，バイオロジカルモーション刺激に固有な N2 成分

(N240)を発見し，システマティックに刺激を統制した後続実験で注意機構との関連性，刺

激の時空間的要因，発達的観点など様々な観点からの研究が現在でも進行している．特に，ここで発見されたN2成分を

「ヒト性」の指標として用いることで，「動き」はヒトと同じであるが，「見た目」が異なるロボット刺激に適用する実験に着手し

ている．この実験により，いわゆる「不気味の谷」へ認知神経科学的観点から知見を深めることが期待できる． 

 後者の単純模倣課題におけるERP研究では，認知発達や社会

認知の基礎機能として様々な研究分野で重視されている身体運

動の模倣を，「Direct matching 仮説」の観点から研究した．この仮

説は，他者の運動の知覚が自己の対応する運動系を直接活動さ

せることによって他者の運動理解が果たされると主張している．

従って，模倣的な視運動処理では刺激の符号化と反応選択が同

一であり、結果として処理時間が短くなることが予想される。本研

究はこの仮説をもとに、模倣に関する情報処理過程の特性を検

討するための基礎的なデータを提出することを目的とした．具体

的には、ERP を用いて神経活動を計測しながら、運動を引き起こ

す視覚キューが、他者の相同の動作である場合（模倣）と、機械的・人工的な視覚刺激である場合（一般的な視覚誘導性

運動）とを設定し、両条件の反応時間および神経活動を比較した．実験の結果，反応時間に関しては，条件間に差がみ

られなかったものの，ERP成分に関しては，条件間の違いが二つ目の陰性波（N2）の発達期（刺激提示後120 －200 ms

後）に限定して見られることが判った。本研究で用いた単純（＝非選択）反応課題においては、模倣反応の反応時間は

一般的な視覚反応の反応時間と変わらないか、もしくは遅くなる傾向が示された。すなわち、Direct matching仮説が予想

した「模倣時には視覚刺激と運動出力が適合しているため、刺激の符号化と運動の準備過程が重複し、視運動全体の処

理時間が短縮される」という予想は否定された。一方で神経生理指標（ERP）は、その条件差が見られる潜時から、模倣に

特有の神経経路は視覚的な処理段階に限られることを示唆した。これらの結果は、direct matching 仮説自体を否定する

ものではないが、模倣における知覚と運動の適合は処理時間に関して促進をもたらすものではないこと、さらにはマッチ

ングに関わる神経機構（ミラーシステム）は運動産出（模倣）よりも知覚（他者の運動理解）により重要な機能を果たしてい

る可能性があることを示唆している． 
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